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今
後
の
初
雁
会
の
活
動
に
つ
い
て

今
後
の
初
雁
会
の
活
動
に
つ
い
て

令
和
二
年
七
月
十
八
日
に
役
員
幹
事
会
が
川
越
高
校
体
育
講
義
室
で
、
役
員

二
十
二
名
の
出
席
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
、
今
年
度
総
会
の
議
案
が
討
議
さ
れ
ま
し

た
。
内
容
に
関
し
て
は
、
別
添
の
資
料
に
詳
細
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
蔓
延
に

よ
っ
て
、
様
々
な
行
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る

現
状
に
鑑
み
て
、私
た
ち
初
雁
会
の
活
動
も
、

工
夫
を
し
て
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
総
会
、
秋
の
旅
行
会
な
ど
状
況

を
見
な
が
ら
、
計
画
す
る
予
定
で
す
。
現
在

予
定
し
て
い
る
行
事
を
以
下
に
記
し
ま
す
。

総
会
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
再
拡
大
に
よ
り
、
実
際
の
集
ま

り
は
中
止
と
し
、
書
面
に
て
議
決

す
る
も
の
と
し
ま
す
。
八
月
一
日

に
議
案
書
を
会
報
と
と
も
に
郵
送

し
、
同
封
の
葉
書
に
て
議
案
の
賛

否
を
返
信
し
て
頂
き
ま
す
。
八
月

三
十
一
日
を
期
限
と
し
、
過
半
数

の
賛
成
を
も
っ
て
賛
同
い
た
だ
け

た
も
の
と
し
ま
す
。

明
治
神
宮
の
森
と
本
多
静
六

本
多
静
六
博
士
は
、
慶
応
二

年
に
現
在
の
埼
玉
県
久
喜
市
で

生
ま
れ
、
日
本
で
最
初
の
林
学

博
士
と
な
り
、
明
治
神
宮
の
森

や
、
大
宮
公
園
な
ど
の
造
林
の

設
計
に
携
わ
り
ま
し
た
。

明
治
四
十
五
年
明
治
天
皇

は
崩
御
さ
れ
、
御
陵
は
京
都
伏

見
桃
山
に
内
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
東
京
に
も
そ
れ
に
代
わ
る

物
を
と
の
市
民
の
声
が
あ
り
、

渋
沢
栄
一
、
東
京
市
長
阪
谷
芳

郎
ら
が
協
議
し
、「
神
宮
の
内

苑
は
国
費
で
、
外
苑
は
献
費
で

造
営
す
る
こ
と
」
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
大
正

川
越
高
校
に

　
　

奨
学
金
を
寄
贈

散
策
会

秋　

十
月
三
日(

土
）　

明

治
神
宮
の
森
散
策
（
予
定
）

春　

未
定

講
演
会

令
和
三
年
三
月
二
十
日

（
土
）　

川
越
高
校
同
窓
会
館　

午
後
三
時
か
ら　

講
師
未
定

百
二
十
周
年
記
念
事
業
の

一
環
で
募
集
さ
れ
た
奨
学
金

に
、
川
越
初
雁
会
と
し
て
こ

れ
ま
で
の
積
立
金
の
内
か
ら
、

二
十
万
円
を
寄
付
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

秋
の
散
策
会
の
予
定
地

二
年
造
林
園
芸
担
当
と
し
て
本

多
、
川
瀬
、
福
羽
ら
が
参
加
し

造
林
計
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。

神
社
林
の
理
想
像
と
し
て
、

仁
徳
天
皇
御
陵
を
考
え
、
墳
丘

の
森
林
は
密
林
状
態
の
原
生
林

で
、
人
手
を
加
え
な
い
極
相
状

態
を
維
持
で
き
る
森
で
し
た
。

本
多
ら
が
考
え
た
神
宮
の
森

は
「
自
然
の
森
」
で
あ
り
、
百

年
後
に
は
人
工
の
森
が
自
然
の

森
と
見
紛
う
ほ
ど
の
林
相
に
な

り
、
し
か
も
永
遠
に
存
続
す
る

森
を
造
る
こ
と
で
し
た
。
ま
さ

に
、
本
多
の
目
論
ん
だ
と
お
り

の
森
に
な
っ
て
い
ま
す
。

役員会で議案を説明する岩堀会長

http://www.kawagoe-hatukarikai.com/
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ね
、
強
く
印
象
に
残
る
二
つ
の

こ
と
を
記
し
ま
し
た
。

解
体
さ
れ
た
川
越
藩
の
復
権

物
語
そ
の
も
の
は
、
徳
川
家

康
が
関
東
に
転
封
に
な
り
、
後

北
条
氏
の
傘
下
に
あ
っ
た
川
越

を
要
衝
の
地
と
し
、
秘
蔵
っ
子

の
酒
井
重
忠
を
川
越
へ
入
封
さ

せ
て
か
ら
今
に
至
る
ま
で
の
流

れ
で
組
立
て
ま
し
た
。

先
ず
松

平
定
信
の

町
割
り
の

重
要
性
を

再
確
認
し

ま
し
た
。

し
か
し
今

回
興
味
を

持
っ
た
こ

と
は
、
明

治
維
新
後

の
川
越
藩

の
推
移
と

戦
後
の
憲

法
下
で
な

さ
れ
た
隣

接
九
か
村

と
の
合
併

平
成
三
〇
年
の
秋
、
港
区

田
町
に
会
場
を
置
く「
シ
ニ
ア

エ
ー
ジ
・
サ
ロ
ン（
㈱
電
通
Ｏ

Ｂ
が
中
心
）」に
参
加
し
た
際
、

「
川
越
に
思
い
入
れ
の
あ
る
圓

山
さ
ん
に
、
川
越
物
語
を
テ
ー

マ
に
今
の
川
越
の
賑
わ
い
の
源

泉
を
深
掘
り
し
て
も
ら
い
た

い
」と
、
こ
ち
ら
を
そ
の
気
に

さ
せ
る
響
き
の
テ
ー
マ
で
卓
話

依
頼
を
さ
れ
ま
し
た
。

川
越
の
ま
ち
の
賑
わ
い
に
つ

い
て
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
川

越
藩
主
・
松
平
信
綱
の
行
っ
た

町
割
り
／
都
市
計
画
が
基
軸
と

な
り
、
そ
の
後
、
ま
ち
の
広
が

り
と
と
も
に
郷
分（
ま
ち
部
の

周
縁
部
）が
徐
々
に
活
性
化
し
、

や
が
て
そ
こ
へ
賑
わ
い
が
移
行

し
て
い
っ
て
い
る
面
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
も
あ
り
、
川
越
の

地
層
の
重
層
化
の
過
程
を
辿
っ

て
み
よ
う
と
、
自
分
を
叱
咤
し

卓
話
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

新
た
な
気
持
ち
で
川
越
の
ま

ち
と
対
面
し
、
歴
史
が
刻
み
込

ま
れ
た
ま
ち
を
眺
め
、
歴
史
上

の
人
物
を
思
い
浮
か
べ
、
川
越

が
培
っ
て
き
た
風
土
を
探
っ
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

準
備
に
入
っ
て
す
ぐ
、
川
越

の
知
識
が
う
ろ
覚
え
の
上
、
思

い
込
み
が
多
い
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
こ
れ
で
は
ど
う
し
よ

う
も
な
い
と
川
越
の
歴
史
の
本

を
手
に
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、「
川
越
藩
／
シ
リ
ー

ズ
藩
物
語
、
重
田
正
夫
著
」に

よ
っ
て
基
礎
知
識
の
整
理
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
本
は

大
野
政
己
氏（
元
川
越
市
立
博

物
館
長
）か
ら
、
い
い
本
が
あ

り
ま
す
よ
と
教
え
ら
れ
購
入
し

て
い
た
本
で
し
た
。

こ
こ
を
ベ
ー
ス
に
川
越
市

発
行
の「
川
越
市
史
」や
川
越
藩

主
・
松
平
信
綱
の
人
物
叢
書
な

ど
を
読
み
、
歴
史
的
事
象
や
そ

こ
で
の
人
物
像
を
冷
静
に
眺
め

直
す
気
持
ち
が
高
ま
り
ま
し

た
。
物
語
の
構
成
で
は
、
名
の

あ
る
歴
史
上
の
人
物
が
今
の
川

越
へ
照
射
し
て
い
る
も
の
に
焦

点
を
あ
て
、
川
越
の
立
地
特
性

で
あ
る
江
戸
・
東
京
と
の
繋
が

り
を
基
軸
に
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
五
月
十
八
日
、
卓

話
の
場
に
臨
み
ま
し
た
。
ま

さ
に「
私
の
川
越
物
語
」で
し
た

が
、
話
し
終
え「
川
越
の
こ
と

が
身
近
に
な
っ
た
」、「
江
戸
と

の
繋
が
り
の
深
さ
を
感
じ
た
」

と
の
言
葉
も
頂
き
、
そ
れ
が
励

み
に
な
り
深
掘
り
意
識
を
持
続

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

準
備
作
業
で
は「
川
越
は
深

い
な
」と
感
じ
ま
し
た
。「
川
越

市
史
」の
各
執
筆
者
は
錚
々
た

る
研
究
者
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、
地
元
川
越
の
歴
史
家（
今

は
亡
き
岸
伝
平
、
岡
村
一
郎
、

大
護
八
郎
氏
等
）の
著
作
物
の

貴
重
さ
に
も
気
付
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
卓
話
の
要
約
も
兼

解
体
さ
れ
た
川
越
藩
の
復
権
と
耳
を
傾
け
た
い
先
人
た
ち

（
高
十
七
回
）

圓
山　

壽
和

「
私
の
川
越
物
語
」
に
取
り
組
ん
で

「
私
の
川
越
物
語
」
に
取
り
組
ん
で

の
経
緯
で
し
た
。

明
治
維
新
の
版
籍
奉
還
か
ら

廃
藩
置
県
、
明
治
一
七
年
の
地

方
制
度
改
正
に
至
る
過
程
で
、

川
越
藩
の
所
領（
城
付
地
等
の

一
体
的
区
域
）が
分
解
さ
れ
、

狭
い
区
域
に
押
し
込
ま
れ
た
川

越
町
が
、
大
正
一
一
年
の
市
制

施
行
を
経
て
、
戦
後
昭
和
三
〇

年
に
旧
藩
時
代
の
城
付
地
と
一
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体
と
な
っ
た
合
併
を
成
し
遂
げ

た
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
に
は
中
央
集
権
化
を
志

向
し
た
明
治
維
新
政
府
と
の
対

応
の
中
で
、
川
越
人
に
よ
る
解

体
さ
れ
た
川
越
藩
の
新
た
な
形

で
の
復
権
の
過
程
を
見
る
思
い

が
し
ま
し
た
。

①　

明
治
一
七
年
の
地
方
制
度

改
正
で
生
ま
れ
た
連
合
町
村
で

戸
長
役
場
の
置
か
れ
た
川
越
町

は
、
旧
城
下
町
に
限
定
さ
れ
た

区
域
で
、
そ
の
規
模
は
次
の
通

り
で
し
た
。

・
川
越
町
、
松
郷
、
小
久
保

村
、
寺
井
村
、
東
明
寺
村
、
脇

田
村
の
戸
数
計
／
２
，
７
７
２

戸
、
人
口
計
／
１
４
，
３
４
９

人
、
区
域
／
東
西
十
五
丁
≒
１
，

６
３
５
ｍ
、
南
北
二
十
丁
≒
２
，

１
８
０
ｍ
、
想
定
人
口
密
度
４
，

０
３
０
人

②　

明
治
二
二
年
の
町
制
施
行

時
に
小
仙
波
村
を
編
入
し
た
後

 

・大
正
九
年
時
点
、
面
積
７
．

４
６
㎢
、
５
，
０
３
６
世
帯
、

人
口
２
４
，
６
７
５
人
、
人
口

密
度
３
，
３
０
７
人

③　

大
正
一
一
年
の
市
制
施
行

時
に
仙
波
村
を
編
入
合
併
し
た

後  ・
大
正
一
四
年
国
勢
調
査
、

面
積
１
３
．
３
３
㎢
、
６
，

５
０
７
世
帯
、
人
口
３
１
，

９
０
５
人
、
人
口
密
度
２
，

３
９
３
人

④　

昭
和
一
四
年
に
田
面
沢
村

を
編
入
合
併
し
た
後　

・
昭
和
一
五
年
国
勢
調
査
、

面
積
１
７
．
１
７
㎢
、
７
，

８
６
６
世
帯
、
３
８
，
４
０
７

人
、
人
口
密
度
２
，
２
３
６
人

⑤　

昭
和
三
〇
年
四
月
に
隣
接

九
か
村
と
合
併
し
た
後

・
面
積
１
１
０
．
２
８
㎢
、

人
口
１
０
４
，
８
５
４
人
、

１
９
，
７
９
９
世
帯
、
人
口
密

度
９
５
１
人（
＊
数
字
は「
川
越

市
合
併
史
稿
」か
ら
引
用
）

川
越
市
は
、
大
正
一
一
年
の

市
制
施
行
後
も
依
然
と
し
て
人

口
稠
密
な
状
態
に
置
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
合
併
で
市

域
面
積
も
１
０
０
㎢
を
超
え
、

人
口
も
１
０
万
人
を
超
え
ま
し

た
。（
＊
令
和
元
年
一
月
一
日

現
在
、
人
口
３
５
３
，
３
７
１

人
、
１
５
９
，
８
３
１
世
帯
、

人
口
密
度
３
，
２
３
７
人
）

こ
の
川
越
藩
の
所
領（
城
付

地
等
の
一
体
的
区
域
）の
復
元

と
も
言
う
べ
き
隣
接
九
か
村
と

の
合
併
が
、
川
越
の
復
権
の
布

石
と
な
り
、
首
都
圏
の
一
翼
を

担
い
得
る
都
市
へ
と
脱
皮
し
て

い
く
道
筋
が
開
か
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
〇
年
代
半
ば
か
ら
大

東
地
区
で
の
川
越
・
狭
山
工
業

団
地
の
造
成
が
始
ま
り
、
同
じ

く
名
細
地
区
で
は
東
洋
大
学
工

学
部
の
用
地
も
確
保
さ
れ
昭
和

四
〇
年
四
月
に
開
学
と
な
り
ま

し
た
。
市
域
拡
大
に
よ
り
都
市

と
し
て
の
基
礎
体
力
も
つ
き
、

都
市
基
盤
整
備
の
方
向
も
見
え

て
き
て
、
農
・
商
・
工
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
つ
つ
、
学
を
付
加

し
て
い
く
都
市
づ
く
り
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

合
併
の
中
心
に
い
た
の
は
市

長
・
伊
藤
泰
吉
で
し
た
。
戦
後

の
民
主
主
義
の
下
、
政
争
の
多

か
っ
た
川
越
の
地
方
政
治
の
場

で
機
が
熟
す
る
の
を
待
ち
、
市

議
会
を
始
め
各
界
各
層
を
近
接

九
か
村
と
の
合
併
に
向
け
て
手

腕
を
発
揮
し
た
姿
に
は
敬
服
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
市
行
政
の

ト
ッ
プ
と
し
て
、
戦
後
確
立
し

た
地
方
政
府
の
公
選
首
長
と
し

て
、
そ
の
権
限（
自
治
）と
手
法

（
協
議
会
・
発
信
）を
使
い
切
っ

て
い
き
ま
し
た
。

伊
藤
泰
吉
は
誰
も
が
認
め
る

学
歴
、
経
歴
の
持
ち
主（
＊
注

参
照
）で
し
た
。
終
戦
後
、
朝

鮮
総
督
府
の
職
を
離
れ
、
四
七

歳
で
川
越
の
地
に
戻
り
地
域
の

期
待
を
背
負
い
、
昭
和
二
一
年

九
月
に
市
長
に
な
り
ま
し
た
。

時
を
経
て
故
郷
に
戻
り
、
川

越
の
変
わ
ら
ざ
る
現
状
を
見

て
、
川
越
の
復
権
の
活
路
は
市

域
の
拡
大
だ
と
見
抜
き
、
時
機

（
合
併
へ
向
け
て
の
国
全
体
／

政
府
の
動
向
、
本
市
の
終
戦
直

後
か
ら
の
対
応
状
況
）を
見
て

そ
こ
に
賭
け
て
い
こ
う
と
肝
に

銘
じ
て
い
た
の
で
し
た
。　
　

＊
注
…
伊
藤
泰
吉
は
明
治
三
三

年
、
川
越
の
神
主
の
家
に
生
ま

れ
た
。
旧
制
川
越
中
学
、
一
高
、

東
大
政
治
学
科
、
高
等
文
官
試

験
を
経
て
大
正
一
四
年
、
朝
鮮

総
督
府
入
府
し
平
安
南
道
庁

（
道
庁
／
平
壌
）配
属
、
忠
清
北

道（
道
庁
／
清
州
）学
務
課
長
、

慶
尚
北
道（
道
庁
／
大
邱
）警
察

部
長
、
総
督
府（
府
庁
／
京
城
）

警
務
局
警
務
課
長
、
総
督
官
房

人
事
課
長
、
司
政
局
勅
任
事
務

官
、
専
売
局
長
を
経
て
終
戦
時

は
逓
信
局
長
で
あ
っ
た
。

旧
制
川
越
中
学
時
代（
第

一
七
回
卒
、
大
正
七
年
三
月

卒
）、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

時
代
風
潮
の
中
、
旧
制
川
中
の

初
代
校
長（
増
野
悦
興
）が
重
ん

じ
た「
自
主
、
品
格
。
自
由
主

昭和３０年／合併調印式

（	3	）
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義
的
に
し
て
生
徒
の
自
発
性
を

尊
重
。」の
学
風
に
共
鳴
し
て
い

た
と
の
記
録（
埼
玉
県
立
川
越

高
校「
百
周
年
記
念
誌
／
く
す

の
木
」六
五
頁
、
一
九
九
九
年

発
行
）が
あ
る
。
自
主
自
由
の

気
風
を
持
っ
た
教
養
人
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
浮
か
ん
で
く
る
。

旧
制
川
越
中
学
の
同
期
卒
に

は
竹
内
栄
吉（
大
阪
高
等
工
業

／
醸
造
科
卒
、
生
家
・
㈱
鏡
山

酒
造
社
長
）、
藤
野
忠
次
郎（
二

高
、
東
大
法
学
科
卒
、
㈱
三
菱

商
事
社
長
）が
い
る
。
終
戦
時

の
朝
鮮
総
督
府
総
督
は
阿
部
信

行（
陸
軍
大
臣
、
首
相
経
験
者
、

終
戦
時
、
朝
鮮
へ
自
治
権
を
与

え
た
。
戦
後
、
Ａ
級
戦
犯
容
疑

で
逮
捕
さ
れ
た
が
開
廷
直
前
に

名
簿
か
ら
除
外
）で
あ
っ
た
。

耳
を
傾
け
た
い
先
人
た
ち

改
め
て
川
越
の
歴
史
的
地
層

を
深
掘
り
す
る
の
も
意
味
あ
る

こ
と
と
感
じ
入
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
時
代
の
風
の
吹
く

中
、
追
い
風
に
乗
っ
た
り
、
向

か
い
風
に
立
ち
向
か
っ
た
り
、

時
に
無
風
の
中
に
新
た
な
蠢
動

を
感
じ
取
っ
た
り
し
た
歴
史
上

の
人
物
に
寄
り
添
っ
て
み
る
の

も
楽
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

川
越
を
物
語
る
私
の
前
に
、

今
は
五
人
の
人
物
が
ス
ク
っ
と

姿
を
現
し
て
き
ま
す
。
川
越
の

歴
史
で
先
の
世
の
布
石
を
打
っ

て
く
れ
た
、
こ
の
よ
う
な
人

物
と
の
対
話
を
し
た
く
な
り
ま

す
。
お
陰
様
で
今
、
川
越
は
そ

れ
な
り
の
形
で
時
代
の
波
に
抗

し
つ
つ
も
、
そ
の
味
を
失
わ
ず

存
続
し
て
い
ま
す
と
。

▽
江
戸
時
代
初
期
：
松
平
信

綱
／
大
火
に
あ
っ
た
江
戸
の
ま

ち
を
脳
裏
に
描
き
、
啓
蒙
領
主

と
し
て
領
国
経
営
の
形
態（
城

郭
拡
大
と
町
割
り
、
川
越
街
道

と
新
河
岸
川
の
舟
運
整
備
）を

整
え
る
こ
と
に
努
め
た
。　

▽
江
戸
時
代
中
期
：
柳
沢
吉

保
／
元
禄
期
、
初
め
て
城
持
ち

大
名
と
な
り
、
武
断
か
ら
文
治

の
時
代
へ
の
移
行
を
豊
か
さ
の

奨
励（
三
富
新
田
開
発
）と
社
寺

仏
閣
の
整
備（
氷
川
社
や
仙
波

東
照
宮
）で
推
し
進
め
た
。　

▽
江
戸
時
代
後
期
：
海カ
イ
ホ保 

青セ
イ
リ
ョ
ウ陵
／
経
世
家
と
し
て
武
士

も
本
性
は
商
人
と
説
き
、
藩
経

営
の
効
率
化
策
と
し
て
付
加
価

値
を
生
み
出
す
物
産
流
通
の
展

開（
川
越
平
／
夏
袴
の
ブ
ラ
ン

ド
化
な
ど
）を
助
言
し
た
。

彼
ら
江
戸
時
代
を
一
歩
推
し

進
め
た
知
恵
者
が
川
越
に
深
く

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
と

き
、
川
越
の
歴
史
的
土
壌
の
豊

か
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

▽
明
治
後
期
：
増マ
シ
ノ野 

悦ヨ
シ
オ
キ興

／
来
る
べ
き
社
会
を
担
う
人
材

育
成
を
掲
げ
て
設
立
さ
れ
た
埼

玉
県
第
三
中
学
校（
旧
制
川
越

中
学
校
）の
初
代
校
長
と
し
て
、

建
学
の
理
念
／
自
修
自
治
、
高

貴
な
る
人
格
を
掲
げ
た
。

▽
昭
和
戦
後
：
伊
藤
泰
吉
／

戦
後
の
川
越
市
の
復
興
の
礎
に

は
市
域
拡
張
が
不
可
欠
と
、
老

練
な
手
腕
で
川
越
藩
の
城
付
地

・
川
越
市
史
／
第
三
巻
近
世
篇
．
川
越

市
発
行
．
昭
和
五
八
年

・
川
越
市
合
併
史
稿
．
川
越
市
発
行
．

昭
和
四
一
年

・
川
越
市
史 

資
料
集
第
二
集
／
川
越

市
・
村
合
併
聞
き
書
．
昭
和
四
一
年

・
川
越
藩
／
シ
リ
ー
ズ
藩
物
語
． 

重

田
正
夫
著
．
現
代
書
館
．
二
〇
一
五
年

・
人
物
叢
書
／
松
平
信
綱
．
大
野
瑞
男

著
．
吉
川
弘
文
館
．
二
〇
一
〇
年

・
柳
沢
吉
保
の
実
像
．
野
澤
公
次
郎
著
．

み
よ
し
の
ほ
た
る
文
庫
三
．
三
芳
町
教

育
委
員
会
発
行
．
平
成
八
年

・
海
保
青
陵
の
富
国
策 

経
世
済
民
か

ら
経
営
へ 

青
柳
淳
子
著
／
幕
藩
制
転

換
期
の
経
済
思
想
、
小
室
正
紀
編
著
．

慶
応
義
塾
出
版
会
．
二
〇
一
六
年

・
川
越
中
学
校
の
建
学
の
精
神
と
初
代

校
長
増
野
悦
興
の
生
涯
．編
著
／
発
行・

滝
澤
民
夫
．
発
行
協
力
・
県
立
川
越
高

校
同
窓
会
．
二
〇
一
四
年

＊
参
考
文
献
・
資
料

の
近
接
九
か
村
と
合
併
を
成
し

遂
げ
、
大
規
模
工
業
団
地
と
大

学
の
誘
致
を
仕
上
げ
た
。

こ
の
二
人
か
ら
は
、
近
代
市

民
社
会
に
お
け
る
人
格
の
有
り

様
と
、
来
る
べ
き
産
業
社
会
に

お
け
る
市
／
自
治
体
の
基
盤
構

築
の
面
に
お
い
て
、
川
越
は
先

駆
的
布
石
を
打
っ
て
も
ら
っ
た

と
言
え
ま
す
。

彼
ら
先
人
た
ち
は
、
今
、
何

を
語
る
の
か
耳
を
傾
け
た
く
な

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
先
達
者

が
打
っ
た
布
石
が
重
層
化
し
、

そ
の
上
に
川
越
の
歴
史
的
風
土

は
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
今
の
川
越
が
あ
る
の

は
、
江
戸
／
東
京
と
の
程
よ
い

距
離
感
か
ら
く
る
適
度
の
自
立

性
と
、
時
代
の
風
を
好
む
風
土

／
遊
び
心（
文
人
墨
客
の
遊
蕩

地
、
外
の
才
人
を
受
け
入
れ
る

気
風
）の
存
在
が
う
ま
く
噛
み

合
っ
て
来
た
こ
と
も
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

「
朋ト
モ

有
り
遠
方
よ
り
来
る
、

亦マ
タ

楽
し
か
ら
ず
や
」の
風
土
／

気
風
が
、
川
越
の
地
に
価
値
あ

る
布
石
を
打
っ
て
く
れ
る
人
物

を
引
き
寄
せ
て
い
る
と
し
た

ら
、
川
越
に
は
そ
れ
な
り
の

人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
と
も
言

え
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

伊藤泰吉元市長
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前
回
、
三
芳
野
神
社
を
訪
れ

ま
し
た
の
で
、
つ
い
で
に
近
く

を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

初
雁
球
場
の
一
塁
側
フ
ェ

ン
ス
に
沿
っ
た
駐
車
場
に
、
国

旗
掲
揚
塔
が
あ
る
の
は
、
御
存

じ
で
す
か
。
普
段
は
、
車
の
陰

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

見
過
ご
さ
れ
勝
ち
で
す
。

高
さ
の
異
な
る
五
本
の
杭

が
並
ん
だ
形
状
で
、
一
番
高
い

も
の
は
六
尺
ち
ょ
う
ど
で
す
。

人
造
石
研
出
し
仕
上
げ
で
、
色

は
左
か
ら
、
青
、
黄
、
黒
、
緑
、

赤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
左
端
は

一
見
黒
く
見
え
ま
す
が
、
よ
く

見
る
と
下
地
モ
ル
タ
ル
に
わ
ず

か
に
青
い
塗
料
が
見
て
と
れ
ま

す
。
こ
の
配
色
は
ど
こ
か
で
見

た
よ
う
な
・
・
・
。
そ
う
で
す

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
に
使
わ
れ
て
い
る
色
で

す
。
並
び
順
も
同
じ
で
す
。

で
は
、
い
つ
建
て
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
銘
板
が
嵌
め
込

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

そ
こ
に
は
、
皇
紀
二
五
九
八

年
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
一
九
三
八
年
（
昭
和

十
三
）。
そ
の
二
年
後
の
四
〇

年
に
は
、
第
十
二
回
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
東
京
で
開
催
さ
れ
る
予

雁
の
記

雁
の
記

（
高
二
十
七
回
）

荒
牧　

澄
多

初
雁
公
園
の
国
旗
掲
揚
塔

定
で
し
た
。

こ
の
配
色
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
て

も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。ち

な
み
に
、
昭
和
十
六
年
と

さ
れ
る
写
真
で
は
、
向
き
が
逆

に
建
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。
昭
和
二
七
年
に
初
雁
球
場

建
設
の
際
に
移
設
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
グ
ラ
ン
ド
よ
り
一
段

と
高
い
位
置
に
あ
る
こ
こ
に
掲

揚
さ
れ
た
日
の
丸
を
、
多
く
の

市
民
が
仰
ぎ
見
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

で
は
、
こ
こ

に
書
か
れ
た
前

川
道
平
氏
と
は

ど
ん
な
方
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う

か
。明

治
二
六

年
に
、
川
越
鍛

冶
町
の
北
野
俊

太
郎
の
五
男
と

し
て
生
ま
れ
ま

す
。
し
か
し
、

家
は
明
治
の
大

火
後
で
新
築
中
の
た
め
、
母
親

の
実
家
で
あ
る
旧
吉
見
村
冑
山

の
根
岸
家
（
現
友
山
・
武
香
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
）
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
鍛
冶
町
北
野
家
は
と
い
う

と
、
山
吉
ビ
ル
の
並
び
に
あ
る

現
在
の
荻
野
銅
鉄
店
（
町
徳
）

で
す
。
明
治
時
代
は
、
釜
屋
と

昭
和
十
六
年
掲
揚
塔
の
写
真

前
川
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
銘
板

初雁球場駐車場にある国旗掲揚塔

い
う
屋
号
で
鉄
物
商
を
商
う
と

と
も
に
、
度
量
衡
の
販
売
所
に

も
な
っ
て
い
た
川
越
屈
指
の
名

家
で
す
。

「
学
業
を
終
え
た
後
（
翠
樹

園
に
よ
る
）」、
南
町
の
安
齋
家

（
旧
八
十
五
銀
行
本
店
の
北
側
）

の
世
話
に
よ
り
横
浜
の
茂
木
商

店
を
経
て
、
七
十
四
銀
行
（
現

横
浜
銀
行
の
前
身
銀
行
の
一

つ
）
に
勤
め
ま
す
。
そ
し
て
、

叔
母
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
前
川
家

の
娘
と
結
婚
婿
入
り
し
、
前
川

姓
を
名
乗
り
ま
す
。

な
お
、
前
川
家
は
近
江
出
身

の
大
綿
織
物
商
で
、
後
の
富
士

紡
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
現
在
の
朝
日
生
命
の
前
身

保
険
会
社
の
創
設
に
も
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

道
平
は
そ
の
後
、
伊
勢
丹
の

社
長
に
な
り
ま
す
が
、
彼
の
名

を
有
名
に
し
た
の
は
、
第
二
回

東
京
優
駿
大
競
争
（
日
本
ダ
ー

ビ
ー
）
で
優
勝
し
た
「
カ
ブ
ト

ヤ
マ
」
の
馬
主
と
し
て
で
し
ょ

う
。こ

の
銘
文
を
見
る
と
グ
ラ

川
越
散
策
日
記
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発
行
人

会
　
長	

岩
堀

	

弘
明

事
務
局
長	

加
島

	

篤
人

事
務
局	

川
越
市
六
軒
町
一
─

三
─

十

題
字	

吉
沢
翠
亭（
義
和
）

印
刷	

（株）
櫻
井
印
刷
所

今
年
は
総
会
を
開
催
で
き
な

い
の
で
、
年
会
費
（
二
千
円
）

を
直
接
集
め
る
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
。
よ
っ
て
、
全
員
の
方
に

振
込
を
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
恐
れ
入
り
ま
す
が
下
記

の
振
込
先
に
、
お
早
め
に
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

年
会
費
振
込
の
お
願
い

日
時　

令
和
二
年
十
月
十
四
日

集
合　

八
時
十
五
分

場
所　

川
越
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

会
費　

四
千
円（
パ
ー
テ
ィ
ー
費
）

プ
レ
ー
費
は
各
自
精
算

返
信
期
日　

九
月
十
日
ま
で
に

葉
書
に
て
返
信
く
だ
さ
い
。

雑　

感

�

松
村　

定
明
（
高
二
十
回
）

建
築
業
な
の
で
、
現
状
で
は

コ
ロ
ナ
前
か
ら
の
受
注
が
あ
り

完
成
ま
で
の
時
間
差
が
あ
る
た

め
と
、
三
密
に
縁
遠
い
仕
事
内

容
で
あ
る
の
で
、
現
状
で
は
大

き
な
影
響
は
出
て
い
な
い
の
で

す
が
、
今
後
の
経
済
の
影
響
で

仕
事
の
量
が
減
る
と
思
わ
れ
、

な
す
す
べ
も
な
く
戦
々
恐
々
と

す
る
ば
か
り
で
す
。

昭
和
五
年
規
模
の
大
不
況

に
見
舞
わ
れ
、
コ
ロ
ッ
ケ
と
サ

ン
マ
の
開
き
が
、
ご
馳
走
だ
っ

た
頃
の
生
活
に
戻
る
不
安
に
駆

ら
れ
な
が
ら
、
家
飲
み
を
強
い

ら
れ
て
い
る
日
常
で
す
。

今
回
広
報
の
発
行
は
、
行
事

が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
な
ど
、
記
事
が
な
く
て
四
苦

八
苦
の
発
行
に
な
り
ま
し
た
。

ン
ド
の
建
設
に
際
し
て
多
額
の

寄
付
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

現
や
ま
ぶ
き
会
館
の
場
所
に
建

っ
て
い
た
旧
図
書
館
建
設
の
際

に
も
、
千
円
を
寄
付
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
こ
の
道
平
を
顕
彰

す
る
こ
の
塔
は
、
誰
が
作
っ
た

も
の
な
の
か
？
銘
板
に
記
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
不
明
の
ま
ま

で
す
。

な
お
、
前
川
（
北
野
）
道
平

の
名
前
は
、
同
窓
生
名
簿
で
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
当
時
の
商
家
の
子
供
達

は
、
義
務
教
育
を
終
え
た
後
、

ど
の
よ
う
な
道
を
歩
ん
だ
の
で

し
ょ
う
か
ね
。

次
回
以
降
、
そ
の
傍
ら
に
立

つ
ラ
ジ
オ
塔
も
ご
紹
介
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

参
考
図
書　
「
岸
伝
平
著　

北
野
家
々
史　

翠
樹
園　

北
野

家
蔵
版　

昭
和
六
年
一
一
月
三

日
発
行
」「
図
説
川
越
の
歴
史

　

郷
土
出
版
社
」
及
び
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト　

歴
史
的
に
百
年
に
一
度
の

地
球
規
模
の
変
化
に
立
ち
会
っ

て
い
る
私
た
ち
の
、
い
ま
の
感

想
を
多
く
の
方
に
記
し
て
頂
き

た
く
て
、
原
稿
を
募
集
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
、
感
想

を
と
り
ま
と
め
て
、
次
号
の
会

報
を
発
行
す
る
企
画
を
考
え
ま

し
た
。

原
稿
は
手
書
き
、
紙
媒
体
、

電
子
デ
ー
タ
、
何
で
も
結
構
で

す
。
文
字
数
も
特
に
制
限
を
設

け
ま
せ
ん
が
、紙
面
の
都
合
で
、

割
愛
、
ま
た
は
次
の
号
に
掲
載

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

川
越
初
雁
会
事
務
局
ま
で
、

投
稿
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
、
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
元
年
三
月
十
九
日
、
コ

ロ
ナ
の
流
行
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
初
雁
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

が
川
越
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

て
三
十
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

優
勝
は
実
力
者
の
馬
場
弘
様

準
優
勝
は
島
田
邦
生
様
、
三
位

に
梶
田
進
一
で
し
た
。

な
お
、
今
回
の
表
彰
式
は
簡

素
に
済
ま
せ
三
十
分
程
で
解
散

し
ま
し
た
。
次
の
コ
ン
ペ
も
こ

の
よ
う
な
社
会
状
況
を
吹
き
飛

ば
す
元
気
な
皆
様
の
姿
が
見
ら

れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

馬
場　

弘
（
高
十
二
回
）

川越カントリークラブでの集合写真

ゴ
ル
フ
同
好
会
幹
事

松
本　

寛

と
て
も
気
持
ち
の
良
い
天
気

で
し
た
。
十
二
回
卒
の
同
窓
生
、

大
木
、
斉
木
、
塩
野
君
と
楽
し

く
ラ
ウ
ン
ド
で
き
た
お
か
げ
で
、

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
で
優
勝
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
体
力

の
続
く
限
り
、先
輩
を
見
な
ら
っ

て
、
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

振
込
先

名
称 

川
越
初
雁
会

①
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

０
３
８ 

支
店  

普
通

普
通　

５
５
１
８
７
７
１

②
埼
玉
り
そ
な
銀
行 

本
川
越
支
店 

普
通
預
金

普
通　

４
１
６
３
９
２
２

十
六
回
初
雁
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

十
六
回
初
雁
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

第
十
七
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
ご
案
内

第
十
七
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
ご
案
内

広
報
委
員
会
か
ら
の
お
願
い

広
報
委
員
会
か
ら
の
お
願
い
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